
 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの空の下、グラウンドに響く声が日に日に大きくなってきました 
 

いよいよ今週土曜日、10月 10日は体育祭です。この日はかつての祝日「体育の日」で

あり、昔から晴れの特異日（晴れる確率が高いとされる日）としても知られています。空

も味方してくれそうな本番に向けて、赤、青、緑、桃、黄、五つの色に分かれた団は、練習

にも熱がこもり、校舎のあちこちから掛け声が聞こえてきます。その先頭に立つのが、中

学校生活最後の体育祭を迎える 3年生の団長たちです。「声と行動で引っ張る」「後輩のよ

いお手本になる」「全員が心から楽しめる体育祭にする」。寄せられた言葉は、どれも仲間

を思う気持ちにあふれていました。もちろん、目指すは優勝。「悔いが残らないように」と

語る五人の決意を、以下に紹介します。当日は、五色の団が全力でぶつかり合う姿に、大

きな声援をお送りください。 

 

 
 

生徒の心に灯をともす学校 

狭山台中だより 
学び合う生徒 考えて行動できる生徒 高め合う生徒 
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校長     早川 智也 

狭山台中さわやか相談室 
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赤団 団長 〇〇 〇〇 
赤団が目指すのはただの勝利ではありません。互いに支え合い、全力で挑んだ証を

残し、最高の舞台で最高の結果をつかみ取ります。また、団長として全員の思いを背
負い、どんな逆境にも屈せず、強い気持ちで赤団を優勝に導きます。 
 
青団 団長 〇〇 〇〇 
青団を引っ張っていくために、どの団よりも声をだして、盛り上げていきたいで

す。また、声だけでなく委員会の仕事などもしっかりやって、行動でも引っ張ってい
きたいです。体育祭を成功させられるように頑張ります。 
 
緑団 団長 〇〇 〇〇〇 
僕は中学校生活ラストの体育祭を団長としてみんなを引っ張っていき、最高に盛り

上げて全員が最高に楽しめる体育祭にしたいです。一人一人が協力して、みんなの心
に残るいい思い出になるように頑張ります。 
 
桃団 団長 〇〇 〇〇 
今回は最後の体育祭であるとともに、1、２年生を引っ張って行く立場であるの

で、団長として、1、2年生の良いお手本になりつつ、引っ張っていきたいです。ま
た、これからは音楽会や受験が控えているので、この体育祭でさらに絆を深め、桃団
で良かったとみんなが思えるように、桃団全員で一致団結し、全力で戦い抜きたいで
す。 
 
黄団 団長 〇〇 〇〇 
僕は団長として声を張り上げ、黄団のみんなを引っ張っていきたいと思います。中

学校生活最後の体育祭、悔いが残らないように、全力で楽しみたいし、みんなも全力
で楽しんでください。最高の体育祭に台中生のみんなでしていきましょう。そして黄
団のみんな！絶対優勝するよ！ 



地域の方から 
 
先日、地域の方からお話をいただきました。どちらも日頃から学校のことを気にかけて

くださっているからこそのお声で、心より感謝しております。 
 
一つ目 下校時の安全について 
 
生徒が下校する様子に気づいた近隣の方が、わざわざ学校まで足を運んでお話しくださ

いました。「全力で走って下校する中学生がいて、お年寄りとぶつかりかねないと心配し
ている」とのことでした。 
中学生の体は大きく、走ってきた勢いのままぶつかれば、お年寄りは簡単に転倒してし

まいます。打ちどころが悪ければ、骨折や頭部の損傷など、命に関わる大きな怪我につな
がるおそれもあります。ぶつかった側の生徒にとっても、一生の出来事になってしまいま
す。 
ご家庭でも、この点についてお子さまとお話しいただけるとありがたく存じます。学校

でも、折に触れて声をかけ、指導してまいります。 
 
二つ目 職員室の明かりについて 
 
夜のウォーキングの際に、いつも学校のそばを通っておられる地域の方から、お声をい

ただきました。その方は、職員室の照明が以前は夜遅くまでついていたのに、最近は消灯
が早くなってきたことに気づかれたそうです。そして、「先生方が遅くならずに帰宅でき
ているのなら、良いことです」と、教職員の体を気づかってくださいました。夜の道から
学校を見守ってくださっていたことを、とてもありがたく思います。教職員が心身ともに
健康でいることは、子どもたちと向き合う時間の質を高めることにもつながります。 
 
 
通学路での様子も、夜の職員室の明かりも、地域の方々が日頃から生徒や学校を気にかけ
てくださっていることを、改めてありがたく感じました。いただいたお声を受けとめ、で
きることを続けてまいります。今後ともご支援をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 

 
 
１０月の行事予定 


